
  
 
 

 ２学期が始まって１０日あまりが過ぎました。夏休み気分もすっかり抜けて、なべっ子は月末の運動会に向

けて準備や練習に取り組んでいます。 

特に高学年は、企画計画や準備分担、色別会の運営や下学年への指導など、

なかよし運動会を、みんなが参加できる楽しくて思い出深いものにするため

にがんばっています。少人数とは言え、全学年に指示を出したり、全体を動

かしたりすることは簡単ではありません。きっとうまくいかないことや、思

い通りにならないこともあるかもしれませんが、そんな時こそチャンスで

す。「次はどうすればいいだろう…」と考えたり相談したりすることで、仲

間とともに成長し、より良い運動会に近づくことでしょう。 

下学年も、高学年の支援を受けながら、分担された準備や色別の練習を

がんばっています。学年ごとにアイディアを出し合い意欲的に取り組んで

います。 

 今年度のテーマは「チャレンジ」です。新しいこと、少し難しそうなこ

と、そして当たり前を続けることへチャレンジして、高学年を中心にみん

なが成長できる、思い出に残る運動会にしてほしいですね。 

 毎年行われている「永井隆平和賞」の作文コンクールで、鍋山小からも各学年１人ずつの応募をしました。

コンクールの審査は１次、２次、最終審査があり、鍋山小児童は３人が最終審査に残りました。そして審査の

結果、１年生の○○○○さんの作文が見事に「低学年の部最優秀賞」を受賞しました。おめでとうございます。 

最終審査に残った２人、そして作文を書いた皆さんもがんばりましたね。 

受賞した○○○○さんは、９月１０日（日）にアスパルで行われた受賞式

典に参加し、石飛市長さんから表彰状を受け取りました。また作文の紹介も

行われ、たくさんの方から大きな拍手をもらって○○さんも満足そうでし

た。（○○さんの作文については、後日おたよりと HPにてご紹介します） 

☆低学年の部   

最優秀賞  １年 ○○○○さん 「おとなになるだいいっぽ」 

なかよし運動会に向けて 

 

２０２３．９．１１ 校長  

平和賞受賞！～「第３３回永井隆平和賞作文コンクール」 

 


